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第９章 消費税 

 

９－７ 消費税・損税の計算 

 

Ｑ９－７ 

損税は、消費税申告書からどのように計算しますか、教えて下さ

い。 

 

Ａ９－７ 
消費税の納付税額は、消費者より預かった消費税から自らの仕入税額を控除して計算し

ますが、控除可能な消費税は、あくまで課税対象である取引（課税売上）に対応する仕入

税額とされており、非課税取引に対応する仕入税額や課税・非課税に共通する仕入税額の

一部は控除することができません。 

医療機関にあっては、医薬品、医療機器等の購入から病院の建築費まで消費税を支払っ

ていますが、このように多くの医療行為が非課税とされているため、消費税の納付税額の

計算上、控除できない仕入税額が多額に発生することになります。このように仕入税額控

除できずに負担を強いられている消費税を控除対象外消費税と言い、医療機関の経営努力

とは無関係なコスト負担という意味で損税とも言われています。 

（損税の仕組み） 

製薬メーカー 

預り消費税１万円 

  

税務署 

２万円 

医薬品 

等販売 

21 万円 

 購入代金 

消費税 

   計 

20 万円 

 1 万円 

21 万円 

医薬品商社 

預り消費税２万円 

支払消費税１万円 

  

医薬品 

等販売 

42 万円 

 購入代金 

消費税 

   計 

40 万円 

 2 万円 

42 万円 

 

医療機関 

預り消費税非課税 

支払消費税２万円 

 支払消費税２万円は医

療機関の負担となる

（損税）、製薬メーカ

ー、医薬品商社の納税

額に一致する 

 

保険診 

療報酬 

60 万円 

 購入代金 

消費税 

   計 

60 万円 

 ゼロ 

60 万円 

 

患 者 
 保険診療に対して患者

は消費税を負担しない 

 

 

申告書とともに次で課税売上割合・控除対象仕入税額等の計算を示します。 

損税は、14,441,775 円（本税）＋3,610,443（地方消費税）を合計した 18,052,218 円－

（控除対象仕入額 2,173,139（本税）＋543,284 円（地方消費税））＝15,335,795 円です。 

 

 

 

 

納税額 1万円 

納税額 1万円 
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